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「全通研ってなぁーに？

〜どんな活動をしているの？〜」

２０２６年２月２８日（土） １３：３０－１５：００



本日のお話し

１ 歴代の会長

２ 手話サークルの誕生

３ 全通研の発足

４ 手話通訳制度の確立

５ 健康を守る運動

６ おわりに
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１ 歴代会長
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２ 手話サークル誕生
誕生
• ろう運動の先進地域に手話サークル誕生
• 手話学習会｢みみずく｣

1963（昭和38）年9月1日
• 一般市民が継続的に手話を学ぶ組織
• ろう者（西田一さん）の入院⇒コミュニケーション
• 一人の准看護婦（京都第二赤十字病院）

 中島千代美さんの願いがきっかけ
• 夜間高校生を中心に12人でスタート
谷勇男さん（のちの全通研初代事務局長）

※「MIMI第144号」参照

目的
• 「手話を学んでろう者のよき友となり、共に手をつないで差別や偏見のない社会を実現
するために努力する。そのために必要な学習や事業を行うこと。」
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准看護婦として働きつつ、夜は定時
制高校に学んでいるという女の子が
聾学校に訪ねてきました。
「患者さんに耳の聞こえない方があっ
て、この人への医師の対応がたいへ
ん不親切。私が手話が出来たら・・・・
何とか手話を覚えたいので教えてほ
しい」というのが訪問の目的でした。

「歩む」 伊東雋祐著 2001年5月5日



２ 手話サークル誕生

• ろうあ者は病院に行っても医者の問診を受けることもできませんし、

通訳者なしでは病状を訴えることもできません。

現代の社会においてろうあ者の おかれているこのような

人間疎外の状態を、人ごとではないと思った

当時の定時制高校生を中心として、

昭和３８年9月にみみずく会は

結成されました。（みみずく会のしおり）

※1963（昭和38）年9月1日発足

※2023（令和５）年10月9日 創立60周年記念
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2 手話サークル誕生
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２ 手話サークル誕生

・糺の森 京都府立身体障害者福祉センターろうあ課 向野嘉一さん

千本通り中立売 西陣の宿 丹後屋に生まれ 4人きょうだいの一人息子

お母さんは聞こえない人

・立命館大学卒業 貿易会社に就職

母親から「明石欣造京都府ろう協会長さんの紹介で手話通訳者として

京都府でやってみてはどうか」と言われて福祉センターに就職

・福祉施設で働く人やそこにいる人の問題の解決の糸口を見つける仕事

聞こえない人の閉ざされていたコミュニケーションがようやく開かれた

・中島さんが向野さんに手話の教えを乞いにいく

向野さんからは「それやったら、5、6人、人を集めておいで」

・集団の中で聴覚障害者のの問題をいろいろ学びながら覚える手話こそ、

ほんものだ
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２ 手話サークル誕生

8１９６４（昭和３９）年２月１日 日本聴力障害新聞
№１６６



２ 手話サークル誕生

• みみずく会手話通訳団発足

• 従来ろうあ者に対する手話通訳は、個人的な奉仕活動で行われてきましたが、
此のたびよりろうあ者の社会的権利を守り高めるため通訳団を結成しました。

• ろうあ者に対する手話通訳については、関係機関・団体が配慮されるべきも
のであると考えますので、今後、手話通訳の必要なときは、別紙様式により申
し込んで頂きます様御連絡申し上げます。

• １９６７（昭和４２）年６月２０日

みみずく会手話通訳団

代表者 向野 嘉一（こうの かいち）
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２ 手話サークル誕生
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手話通訳者としての資質を磨き合おう
というのが、このみみずく手話通訳団
に集まる私たちの基本的な考え方で
した。

手話通訳という行為、行動、業務を単
に個の行為、業務、活動に終わらせ
ないで、手話通訳者全体のものとして
いく。全体の通訳力として高め合い、
地域の組織的な通訳力としていくと
いう考え方です。

「歩む」 伊東雋祐著 2001年5月5日



２ 手話サークル誕生

• みみずく会手話通訳団発足
• 1967(昭和42)年6月20日 上段の5人で発足 その後下段の2人が加わる

• 自称7人の侍
1971（昭和46）年 第1回京都市公認（認定）手話通訳者試験合格者（敬称略）
『京都市手話学習会 みみずく 40年のあゆみ』から
村上中正 むらかみ ちゅうせい（京都府立山城高校教諭）
伊東雋祐 いとう しゅんすけ（京都府立ろう学校教諭）
向野嘉一 こうの かいち（京都府民生労働部）
藤井 進 ふじい すすむ（京都府教育委員会）
谷 勇男 たに いさお（京都市民生局）
佐瀬駿介 させ しゅんすけ（宇治市福祉事務所）
戸沢原章 とざわ げんしょう（京都ろうあセンター）
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３ 全通研の発足
• １９６８(昭和４３)年６月２日

 第１回全国手話通訳者会議(福島県 福島市民センター)

• 第１７回 全国ろうあ者大会

• 企画の一つとしてこの手話通訳者会議を設定

• 福島県の板橋正邦さん（全日本ろうあ連盟議長団）の想い

   手話通訳者の語り合う場が必要だ 京都がやらないことをやろう

• ひとりぽっちで活動している手話通訳者が福島に参集 ７１人＋福島県福祉事務所関係者２６人

• 貞広邦彦（さだひろくにひこ）氏 「手話通訳の技術」

 向野嘉一(こうのかいち)氏 「通訳実践活動の立場」

     大久保襄(じょう)氏 ｢手話通訳の必要性｣ 蛇の目寿司事件の裁判通訳

     田上隆司(たのかみたかし)氏（栃木県立聾学校） 「同時法」

伊東雋祐（いとうしゅんすけ）氏 「手話論」 → 通訳論

※「翔びたて全通研 ２０年のあゆみ」

全国手話研修センター 手話総合資料室 新着の現物資料一覧へ 伊東雋祐で検索
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３ 全通研の発足

「魅せられて」より

• 福島県の板橋正邦さん（全日本ろうあ連盟議長団）の想い
• 福島市生まれ 家業は印刷工場
• 小・中学校は普通の学校 高等部からろう学校
• 中退して東京教育大学附属ろう学校に転校
• ろうあ者同士の世界だけ閉じこもっていたのではいけない。こちらから、聞こえない人にどん
どん働きかけていかなければ駄目だ。

• 誰もが町へ出てバスに乗っていても、歩いていても、ろうあ者だということが人に知れないよ
うに、手話も使わず口もつぐんだままでした。そんな馬鹿なことはない。聞こえなくても人間
ではないか。人は誰もがそうであるように、見たこと、思ったこと、感じたことを表現し誰かに
伝え、心を通わせることで豊かに生きていける。それなのにろうあ者だけが何故、ひっそりと
手を押さえ、口をつぐんで生きなければならないのか。

• とりわけ、手話をする人の少ないことが問題でした。まだ、手話通訳という言葉すら市民権を
得ていない頃です。 
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３ 全通研の発足

「魅せられて」より

• 数は少ないが全国で手話をやる人、やろうとしている人々が集まる機会を持ちたいと考
えました。

• ろう学校で熱心に手話をやっている先生がいることも知っていました。口話教育中心の
当時のろう学校で、手話をやる先生がいることは、板橋さんの胸にひとつの灯りをとも
しました。

• （その先生こと伊東雋祐先生です）
• 全国の手話の人たちを集めたい。
• 板橋さんの計画に伊東さんは身を乗り出して聞きました。「それはいい、やりましょう」
伊東さんの言葉に励まされ、板橋さんは、その実現のために奔走しました。

• １９６８(昭和４３)年６月２日
第１回全国手話通訳者会議(福島県 福島市民センター)
第１７回 全国ろうあ者大会といっしょに開催
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３ 全通研の発足

伊東雋祐氏 「手話論」 →通訳論 1968（昭和43）年

「手話通訳問題研究（１）」 198４（昭和５９）年７月２５日発行より

提出論文より
• 手話を使って通訳するとき
手話が出来る事がイコール通訳が出来るのではない。

通訳の必要性とその意義
• 刑事訴訟法でも筆談による意思疎通が認められている。しかし、私はそうは
考えない。なぜならただちに反論、間髪を入れない発言、主張ができるから、
民主主義の側面、権利の主体、一方通行でなく、平等な意思の表現、ろうあ
者が自由に生き、発言し、より社会的に生活するために必要である。（中略）

    ろうあ者の通訳とは、権利を奪還し、保護してやる。
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３ 全通研の発足

• 第1回 全国手話通訳者会議(福島県・福島市民センター) 1968(昭和43)年6月2日  71人
• 第2回 全国手話通訳者会議(熊本県・熊本市民会館)  1969(昭和44)年5月10日・11日  61人
• 第3回 全国手話通訳者会議(東京都・全国町村議会会館) 1970(昭和45)年5月2日・3日   69人
• 第4回 全国手話通訳者会議(岡山県・岡山市役所)    1971(昭和46)年5月2日・3日    159人
• 第5回 全国手話通訳者会議(長野県・県土地改良会館) 1972(昭和47)年6月2日・3日   250人

決議文採択 
会長は、伊東雋祐氏(京都)
運営委員として福島薫(ただす)氏(大阪)と貞広邦彦氏(東京)と向野嘉一氏(京都)
事務局長は、谷勇男氏(京都)に委嘱

• 第6回 全国手話通訳者会議(大阪府・府中小企業文化会館) 1973(昭和48)年5月2日・3日 261人
• 第7回 全国手話通訳者会議(青森県・青森市民文化センター) 1974(昭和49)年6月2日・3日 287人

全国手話通訳問題研究会 発足

※夏の集会サマーフォーラムは、第1回福島から積算しています。
   今年8月開催の「サマーフォーラムinしずおか」は、第５９回です。
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３ 全通研の発足

• １９７２(昭和４７)年 第５回全国手話通訳者会議(長野県)

• ６月3日の午前１１時から全員集会(２５０人の参加)が開催され、以下の３点が確認
された。

①「決議文」が満場一致で採択される

②ろうあ連盟の協力を得て、ブロック（全国９ブロック）を

組織していく

③会長は、伊東雋祐氏(京都)

運営委員として福島薫(ただす)氏(大阪)と

貞広邦彦氏(東京)と向野嘉一氏(京都)

事務局長は、谷勇男氏(京都)に委嘱
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３ 全通研の発足

決議文
• ろうあ者の生活と権利を守る基本的立場において通訳活動の実践にとりくみます。

• 通訳活動の実践を通じてろうあ者問題の認識を深めそれをより多くの人々に広めます。

• 私たちは常にろうあ運動と連帯し、手話通訳保障の実現につとめます。

• 私たちは手話通訳者の身分保障、活動保障を実現させるために努力します。

• ろうあ団体と協力して手話通訳者の全国的な組織をつくります。

当面ブロックでの組織化をはかります。

• 私たちは常に手話および通訳問題の研修を深めます。

１９７２(昭和４７)年６月３日
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３ 全通研の発足
• １９７４(昭和４９)年 第７回全国手話通訳者会議(青森県)
個人加盟の全国組織として
「全国手話通訳問題研究会」（全通研）を６月３日に結成
会員数２８７名 会費１，０００円 予算総額 ２８７，０００円

「魅せられて」より
・静岡県 鈴木誠也さん（発足時 会計監査） ろう学校の先生
・1950（昭和25）年 ろう学校へ 教師と生徒がもっと自由に手話が出来ないのか
・伊東雋祐先生と会う
・手話を個人的な奉仕活動だけで終わらせるのではなく、
聴覚障害者の権利を守る闘いとして考え取り組もう
1970（昭和45）年 松島謙司さんの解雇事件
・全国に点在している手話通訳者をもっとしっかりした絆で結ぶために
支部づくりに尽力された
・山口（1974年）、大阪（1975年）、京都・静岡（1976年）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
47都道府県に支部結成 １９９０（平成２）年
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３ 全通研の発足
• 機関誌 第10号 1979（昭和54）年3月 手話通訳問題研究（2）
• 「全通研支部結成について協力の依頼」 協会長・連盟理事各位
全日本ろうあ連盟 企画部長 高田英一 1978（昭和53）年12月1日
「手話通訳問題の発展は、ろうあ者の今後の生活と権利を守る上で重要なポイント
となります。そのためには、地域的、日常的通訳活動と結びついた通訳問題の集約的、
組織的研究と運動が重要です」

• 「全日ろう連の『全通研誌部結成について協力依頼』について」
全通研運営委員会 1979（昭和54）年1月
「手話通訳活動とは、ろうあ者の生活と権利を守る運動と共にある事がその基本的課題
であることは言うまでもありません。このような観点からわれわれは、ろうあ運動と連帯に
根ざした手話通訳活動ととりくみ、その質的な向上をはかるため、組織的な研究・運動が、
今やきわめて重要な時期であると判断しています」

• 「全通研支部結成について特別協力要請の件」 協会長殿
全日本ろうあ連盟 書記長 竹島昭三郎 1979（昭和54）年3月16日
「全通研53年度会員が20名以上いて支部未結成の8都道府県を最重点県として、
7月（第12回全通研集会－福岡）までに支部が結成される様、要請する」

20



３ 全通研の発足
１ 手話やろうあ者問題に関わる全ての人々を呼びかけの対象にした

２ 研究・運動団体

研究＝疑問を持ち、課題を見つけ、多角的に検証する

運動＝市民が民主主義を基礎に、権利意識を自覚し、あらゆる

困難を克服して目標を達成する

3 目的 聴覚障害者と手話通訳者の社会的地位の向上をめざす

4 基本理念は

(1) ろうあ者の暮らしから学ぶ

(2) ろうあ者集団と共に歩む

(3) ろうあ者の権利を守る手話通訳活動 → 共同の権利主張者

• ものさし → 私たちと同等の権利が保障されているか？
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３ 全通研の発足

「魅せられて」より

• 2代目全通研事務局長 小出新一さん

  岐阜県大垣市生まれ

  立命館大学卒

  京都ろうあセンター職員

  その後、綾部市福祉事務所職員

現在、全国手話研修センター常務理事

• 「手話知らんですんません」 かもがわ出版

１９８７（昭和６２）年６月１５日初版発行より
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３ 全通研の発足

「手話知らんですんません」より
１９７２（昭和４７）年 「住民の暮らしを守る」を公約にかかげた新しい羽室市政が生まれ、
このろうあ者の願いを積極的に受けとめ、手話通訳者の採用となったのである。

ブームはろうあ者の暮らしを豊かにしたか？

• 最近、手話教室や講習会に行くと「この手話はこちらが表ですか、裏です
か」「この指は伸ばすのですか、まげるのですか」「あのろうあ者の手話とこ
ちらのろうあ者の手話と違いますが、どちらが本当ですか」などなど熱心な
受験生の質問を受ける。よくもまあそこまで細かく勉強できるなあと感心す
るのと同時に、それだけでいいのかなあとつねづね感じている。もちろん、私
たち手話を広げていく立場の者として、できるだけ手話をわかりやすく、覚え
やすく整理をし、楽しい講習会をすすめていくことは大切なことであることは
まちがいない。
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３ 全通研の発足

「手話知らんですんません」より

• しかし、それ以上に大切なことは、聞こえる者がなぜ手話を覚えるのか、
自らがろうあ者や手話との出会いを通じてどう共に生きていくのかを
常に基本にすえなければ、手話技術の獲得はなんら意味をもたない
のではないかと思うからである。むずかしいことを言わずに、ともかく
手話さえ国民の間に広がればろうあ者は幸せになる、ろうあ者の暮ら
しは豊かになるという考え方があるが、私はこの考え方には大きな疑
問を持っている。それは、ろうあ者の問題は単にコミュニケーションだ
けの問題では決してなく、もっと多くの社会的なさまざまな問題がある
からであり、それらの問題をともに考える立場が必要であると思うか
らである。
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３ 全通研の発足

「魅せられて」より

• 初代全通研事務局長 谷勇男さん

 京都西陣生まれ

 同志社商業高校定時制

 手話学習会「みみずく」を立ち上げる

 全国初の京都市の専任手話通訳者

• 「日本聴力障害者新聞」より
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３ 全通研の発足
「日本聴力障害者新聞」１９７０（昭和４５）年５月１日より

• 昨年3月、京都市がろうあ協会のねばり強い要求に対してやっと手話通訳1名の採用
を決定、ただし身分は当分のところ嘱託と回答して来た時、谷さんは一つの決断にせま
られた。（中略）

• 市の嘱託となれば身分は不安定な上に月収は3万円ぐらいにさがり、定期昇給も賞与
もない。それでも谷さんはだまって後者の道をえらんだ。

• ろうあ協会から当然の抗議がくり返しくり返し京都市に対して出された。「市がもしろう
あ者にたいする手話通訳の重要性を認めるなら、なぜ谷さんに不安定な身分のまま手
話通訳をさせるのか」。事実、手話通訳の仕事は夜間に呼び出されたり、遠いところま
で行かなければならない場合も多かったが、嘱託の身分のため、超勤手当も出張費も
出なかった。これに対して市はろうあ協会のいいぶんを認めながらも、定員1名増のた
め予算を財務の方で承認しないので･･････という説明をくり返すだけだった。

• 3月末、ろうあ協会がさいごのハラをかためて対市団交の準備をすすめている時やっと
正式採用決定の連絡が入って来た。そして、全国初の公務員専任手話通訳が誕生した。

26



３ 全通研の発足

27

日本聴力障害者新聞
１９７０年５月１日 №
２２７



３ 全通研の発足
１９７４（昭和４９）年 全通研 287人で誕生 山口支部結成

１９８４（昭和５９）年 全通研創立１０周年（京都）

１９９０（平成 ２）年 ４７都道府県に支部結成

１９９４（平成 ６）年 全通研創立２０周年（富山）

２００１（平成１３）年 １万人会員達成

９月２６日未明 １０，０２１人  

９月２９日支部長会議 １０，０６０人

「数は力、力は質の証」全通研の底力

当時の山﨑組織部長談話

２００４（平成１６）年 全通研創立３０周年（愛知）

２０１０（平成２２）年 一般社団法人取得

２０１４（平成２６）年 全通研創立４０周年（福島）

２０２４（令和 ６）年 全通研創立５０周年（兵庫）

28



３ 全通研の発足（10周年・20周年）

29

１０周年 合本 ２０周年 記念誌



３ 全通研の発足（20周年）

1994年11月30日発行

30

左側が聴覚障害者
中央が手話通訳者
右側が国民
手話通訳により聴覚
障害者と国民をつな
ぐ役割を表現した



３ 全通研の発足（20周年）

31全通研会報 1994年11月30日発行



３ 全通研の発足（30周年）

32

伊東雋祐氏から
市川恵美子氏に
バトンタッチ

（２００４年５月）

３０周年 記念誌
 CD-ROM付き



３ 全通研の発足

• ２０１０（平成２２）年 一般社団法人取得

責任ある団体として新たな出発

法人化に伴い運営委員長を「会長」に変更

• 定款 第5条 目的

• 本会は、手話及び手話通訳、ならびに聴覚障害者問題についての学習・研究活動を
行い、手話にかかわる人々の組織化を図るとともに、一般財団法人全日本ろうあ連
盟の運動をはじめとする聴覚障害者運動と連帯し、もって聴覚障害者と手話通訳者
の社会的地位の向上をめざすことを目的とする。
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３ 全通研の発足（40周年）

34

クリヤーファイル
４０周年 記念誌

 CD-ROM付き
フルカラー特別会員証



創立50周年記念（会員 9,924人）
• 2024(令和6)年10月9日 式典・祝賀会
• 神戸商工会議所・神戸ポートピアホテル大輪田
• 記念誌 「50周年記念誌」 発行
• 新ビジョン策定（2025年～2030年）
• キャッチコピー 「50年の絆その先へ 歩み続ける全通研」
• シンボルマーク  「ふぃーる（feel）」

 触れあい、感じあい、目的を達成する
• 記念グッズ
多機能ボールペン、バンダナ、トートバッグ
絆創膏、ゆびもじクッキー、クリアファイル

35

３ 全通研の発足（50周年）

機関誌第１７１号



３ 全通研の発足（50周年）

36

 記念式典 表彰者

祝賀会 会場

祝賀会 閉会のことば
故橋本博行副会長



• 厚生省が実施

1970（昭和45）年の手話奉仕員養成事業

1973（昭和48）年の手話通訳設置事業

1976（昭和51）年の手話奉仕員派遣事業

• 都道府県や市町村での実施でさまざまな格差が生じる。メニュー事業予算の問題。

• 聴覚障害者の社会参加の拡大とともにその手話通訳依頼内容も多様化・専門化し通訳依頼
件数の増加とともに現行制度の限界が顕著化する中で、これまでのボランティア依存の制
度からどんな通訳内容にも対処できる専門的能力を有する手話通訳者の設置・派遣、また
それらの通訳者が安心して仕事に従事できる身分保障の確立が80年代の重要な運動課題と
なった。

※①養成、②認定、③設置・派遣の3本柱からなる手話通訳制度

• 1982（昭和57）年 厚生省は、手話通訳制度調査検討事業をろうあ連盟に委託

• 1985（昭和60）年 「手話通訳制度調査検討報告書」

「I Love コミュニケーション」パンフ普及運動

１２０万部 意見集

37

４ 手話通訳制度の確立



• 1985（昭和60）年 手話通訳制度調査検討報告書

• 手話通訳士の職務

イ）聴覚障害者のコミュニケーションに関すること

ロ）聴覚障害者への情報提供に関すること

• この2点のみ

• 現状の職務実態とかけ離れている

• 第2回討論集会（1986年2月） 第1分科会「専任手話通訳者のつどい」

• ろうあ者に対して社会福祉制度や資源を紹介していく

• 問題を組織（自分の所属する）として受けとめる

※専門的な仕事の中身を 19項目 → 14項目

38

４ 手話通訳制度の確立



• 第2回討論集会 第1分科会「専任手話通訳者のつどい」 専任通訳者の業務

１ ろうあ者に対して社会福祉制度や資源を紹介していく

２ 問題を組織（自分の所属する）として受けとめ関連団体及び専門機関と連携して解決していく

（通訳者が丸かかえするのではなく、問題を整理する）

３ 通訳要求（ろうあ者の発展要求）を発展させていく

４ 自らが研修を企画し、登録を組織していく

５ 市民へろうあ者問題を広げていく

６ 派遣者への情報提供

７ ケースをきちんと整理し、理論化していく

８ 地域とのつながりを持つ

９ よりよい通訳活動をするための下地作りをする

１０ 専門機関に対してろうあ者問題の提起と指導を行う

１１ ろうあ者に対する情報提供

１２ ろうあ者家庭への訪問援助（指導）

１３ ろうあ者福祉全般の企画立案

１４ ろうあ者集団や手話通訳者集団の連携（ろうあ運動とのつながり） 39

４ 手話通訳制度の確立



40

• 報告書

1985（昭和60）年 全国ろうあ者大会（岐阜） 学習推進が話題に

「報告書」の内容を多くの人に知らせる分かりやすいパンフの作成

• I LOVE パンフ 運動

①読み手の対象は小学校6年生

②手話単語の普及

※手話や手話通訳のことをどのように理解してもらうのか

※国民の意見を聞く 国民の1％の120万人に意見を聞く

• 1985（昭和60）年7月13日 運動方針の確認

①初めて手話通訳について調査した。国民全体への「報告」

②国民からの意見をハガキに 意見集を作成する 全部で6冊

③基金は共同管理する  24,304枚（1987年3月31日現在）

※1冊200円 会員一人50部を普及

４ 手話通訳制度の確立
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• 運動をはじめて2年7か月

1988（昭和63）年3月31日段階

全国で122万9085部を普及

普及数 大阪 北海道 京都 神奈川 愛知 東京 静岡 長野

普及率 神奈川 山形 和歌山 青森 徳島

• 国への働きかけ

①国、各政党、国会議員へ要請

②1990（平成2）年6月30日 滋賀県の頸肩腕症の大村さん 労災としての認定

• 成果

①手話、手話通訳の基本的理解を広めた

②２団体（全日本ろうあ連盟・全通研）が団結して国民に働きかけた

③国に国民の意見として手話通訳の制度化を図っていった

43

４ 手話通訳制度の確立



４ 手話通訳制度の確立
・１９８８(昭和６３)年  「I Love コミュニケーション」 １２０万部達成

・１９８９(平成 元)年１１月２６日 手話通訳士認定試験(厚生大臣)

筆記試験 １０９７人（合格者 ６０９人）

青森会場（東奥学園東奥保育福祉専門学院） ８４人

東京会場（中央大学理工学部） ４５７人

大阪会場（大阪府立大学） ３９８人

熊本会場（熊本県立女子大学） １５８人

・１９９０（平成 ２）年２月４日 実技試験

東京会場（日本社会事業大学）

大阪会場（ ？ ） 大阪会場「祈 手話通訳士試験合格」

・１９９０（平成 ２）年３月２８日 発表

受験者 ５９４人 合格者 １９７人（３３．２％）

７割 女性 平均年齢 ３５歳
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• 「おかあさんは手話通訳」

西川式子（のりこ）著 1995(平成7)年 発行

• 1974(昭和49)年～1991(平成3)年

札幌市専従手話通訳者 第1号 17年間

• 第1種非常勤職員の身分

身体障害者更生相談所採用 パートタイマー

• 当時、他に仕事を持ちながら無償で手話通訳活
動をしていた私たちにとって、非常勤でも嬉し
いことだった。

• とにかく、「依頼があれば答える」という状況
で、自分の都合は全く無視し、身体の続く限り
活動する、365日昼夜走り回っていたのが、手話
通訳者としての私の10か月の様子だった。

45

５ 健康を守る運動

• 冬の訪れを感じはじめた頃から腕に「だる
さ」を感じ、知らず知らずの間に、両腕を
ソファーの背や机の上に投げ掛けていまし
た。

• 頸肩腕障害 自律神経失調症 1975（昭和
50）年孤独

何かにすがってでも必死に生きようという気
持ちは全くなく、ひたひたと迫ってくるのは、
私はこの世の中から消えてしまうのではない
か、というそんな不安でした。自分が自分で
ないような。時に絶望がある。なぜかそんな
気持ちだけしか出てきませんでした。



５ 健康を守る運動

• 大村洋子さん 労災認定

• １９８７（昭和６２）年 滋賀県ろうあ協会の専任手話通訳者

• １９８８（昭和６３）年 頸肩腕障害と診断

• １９８９（平成 元）年 大津労働基準監督署 労災申請

• １９９０（平成 ２）年 労災認定

研究誌第２３号                    「ことばの天使」

１９８４年８月                    ひらの りょうこ著

                       文理閣

                        １９９１年9月発行
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時をつなぐ ことばを紡ぐ
－頸肩腕障害と闘い続けた手話通訳者たちの想い－

発  行／全国手話通訳けいわん患者・健康を守る会（患者会）
協  力／一般社団法人全国手話通訳問題研究会 健康対策部

全国手話通訳けいわん患者・健康を守る会 顧問 垰田和史

・1988（昭和63）年の9月に、滋賀県の手話通
訳者の女性を診療し、重度の頸肩腕障害と診断
したことが、私にとっての「始まり」でした。
手話通訳者の働き方や手話通訳に伴う心身の負
担についてまったく知識がありませんでした。
滋賀県には専任手話通訳者は彼女しかおらず、
そのため、彼女の頸肩腕障害が手話通訳者によ
るものなのか彼女の特別の「働き方」によるも
のなのか、判断できない状況でした。そこで、
1989（平成元）年には近畿地方の手話通訳者を、
1990（平成2）年には全国の手話通訳者の働き
方や健康状態についての実態調査を行いました。

47

５ 健康を守る運動

その結果、北海道から沖縄まで各地の手話
通訳者に頸肩腕障害患者が発生しており、
すでの働けなくなった人や、このまま放置
すれば重症化することが明白な手話通訳者
が多数いることが判明します。

・地方で頸肩腕障害を診察できる医師が少
ないため1991（平成3）年の青森県での夏集
会で検診をしました。受診した各地の手話
通訳者は予想以上に重症で、治療体制の整
備や予防策の実施が緊急の課題と強く認識
することになりました。



・重症な頸肩腕障害患者にとって一刻も早
く休業して治療に専念することがその後の
回復に大きく影響します。手話通訳者が治
療に専念するためには、「休むこと」がで
きる体制の整備と、療養生活が経済的に保
障される必要がありました。しかし、多く
の地域で設置されている手話通訳者は１人
であったため「自分が休めば地域の聴覚障
害者の通訳保障が途切れる」と、休業加療
の診断を拒否する手話通訳者が続出しまし
た。

また、休職中の経済的な保障も乏しく休む
に休めない状況がありました。また、当時、
手話通訳者の健康を守るための働き方の
ルールはなく、「良い手話通訳者は長時間
一人でできる通訳者だ」というような、危
険な思い込みさえありました。

48

５ 健康を守る運動

・頸肩腕障害から手話通訳者を守るルール
を作るための委員会を組織し検討を開始し
ます。長時間の通訳を交代で担当するなど
の働き方のルールや、検診などの健康管理
のあり方について検討を重ねました。

・「みんなでめざそうよりよい手話通訳」
（よりパン）の作成に繋がった。



５ 健康を守る運動

・1990（平成 ２）年                   ・１９９３（平成 ５）年                 ・１９９４（平成 ６）年               ・１９９９（平成１１）年
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１９９４（平成６）年  



５ 健康を守る運動
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• 「雇用されている手話通訳者の労働と健康についての実態調査」
• 全国手話通訳問題研究会では、
  １９９０（平成２）年から５年ごとに調査を実施してきた。

→ ２０２５（令和７）年 第８回の調査を実施。
• ２０２０（令和２）年は、第７回目の調査を実施。
２０２１（令和３）年３月報告書発行

• 厚生労働省
  令和２年度障害者総合福祉推進事業

• ２０２０（令和２）年の調査から
(1)身分の確立を。「手話通訳＝ボランティア」の考え方の払拭させ

    専門職としての処遇を求めるべき。

(2)大学や専門的な教育機関で手話通訳者を養成するしくみに変えていく。

(3)正規職員として手話通訳者を採用する職場の増加が必要。手話通訳事業の

実施主体は地方自治体であるため、対象となる手話通訳者がいないと

いう現実がある。
• ２０２5（令和7）年は、第8回目の調査を実施。
厚生労働省 令和7年度障害者総合福祉推進事業

※手話通訳者の身分保障がゴールではなく、地域の課題解決や行政の施策に

つなげていくためには、手話通訳者が職員として継続的にかかわることが重要。 52

５ 健康を守る運動



５ 健康を守る運動

・２０１５（平成２７）年  ・２０１６（平成２８）年 ・２０２１（令和３）年
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７ おわりに
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全通研創立
1974（昭和49）年
287人

全通研創立50周年
2024（令和6）年
9,924人
8部局 → 4部局
理事25人 監事2人 参与2人



７ おわりに
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 全通研会員数
2025（令和7）年12月31日現在

１０，０４６人



７ おわりに

【これからの課題】

• 全国手話通訳問題研究会（全通研＝ぜんつうけん）

名称から手話通訳者の集まりと思われている

• 聞こえない人の問題を常に考える組織

• 全国にいる仲間とともに発展する組織（一緒に考える仲間の集まる場）

• 1万人を超える会員を組織する（裾野を広げていく）

9,986人（2025年11月30日現在）

• そのために私たちは、常に原則に立ち返って学んでいく必要がある。
定款5条

一般財団法人全日本ろうあ連盟の運動をはじめとする聴覚障害者運動と連帯し、もって聴覚障害者と
手話通訳者の社会的地位の向上をめざすことを目的とする。
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７ おわりに
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いっしょに前に進もう
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